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基準１ 高等専門学校の目的 
（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 
（観点に係る状況） 

本校では創立時に野出初代校長の定めた「学生自らすすんで実践することによって，学問的，技術

的力量を身につけ，徳性を養い，将来，創造力のある風格の高い人間・技術者として国際社会を主体

的に生きることを目指させる」という教育方針を，一貫した基本指針とし，その実現のために全ての

教育研究活動のプログラムが構成されている。さらに，平成 12 年度に設置された本校の専攻科では，

その教育目的を「高等専門学校などの高等教育機関において，工学の基礎と実践的技術を習得した者

に対して，さらに２年間の高度で専門的な技術・学問を教授することによって，実践的かつ創造的な

研究開発能力を持つ高度な技術者を育成すること」と明確に定めている。 
 

（分析結果とその根拠理由） 

本校専攻科においては，専攻科の使命，専攻科学生の研究教育活動を行う上での基本方針，及び，

要請しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等が，明確に定められている

「教育目的」が実際に存在している。 
次に，本科においては，40 年前の創立以来，「教育目的」の代わりに「教育方針」を掲げ，その実

現のために不断の努力を積み重ねてきた。従って，本科においては「教育方針」が即ち「教育目的」

として解釈され得ることを示していきたい。学校の教育活動の詳細については基準２以降で詳述され

ることになるが，ここではその全体像を概観していく。 
本校は，昭和 38 年度に機械工学科，電気工学科，工業化学科の３学科をもって創立され，さらに，

昭和 41 年度に土木工学科が設置された。その後，時代や地域の要求の変化に対応するために，平成

７年度に工業化学科を物質工学科に，平成８年度に土木工学科を建設システム工学科に改組し，現在

では，機械工学科，電気工学科，物質工学科，建設システム工学科の広い工学分野を包括する４学科

を有する工業高等専門学校として，実験・実習を中心とした教育課程の下で，自主性を持ち，社会の

即戦力となる風格の高い技術者を養成するための教育を行っている。また，より高度な専門知識を教

授するために，平成 12 年度には，機械・電気工学専攻，物質工学専攻，建設工学専攻の３専攻を有

する専攻科を設置した。設置後わずか４年となる平成 16 年度までには設置されているすべての専門

学科および専攻科の教育プログラムが日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定を受け，工学全般に

わたり，学問的，技術的に高いレベルの専門教育を行うことのできる物的・人的資源が完備している

ことが証明されている。 
教育プログラムにおいては，入学当初から実験や実習などの実践的な教科を設置することにより，

自ら考え実践することのできる技術者への成長を促している。さらに，本校では単なる技術や知識の

教授のみに偏ることなく，「知育・徳育・体育」においてバランスの取れた人材を育成するために，ク

ラブ・同好会活動などの課外活動も，学生間の切磋琢磨を通して徳性を養うことのできる場として重

視しており，それぞれの活動では全国規模の大会での入賞者も輩出するなど，この方面でも学生の可

能性を引き出す教育を行っている。 
学寮は，学生寮長を中心とした自治寮運営を行うことにより，自己管理のできる技術者への成長を
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促す教育施設として機能している。文化祭・体育祭などの全校規模の学校行事でも学生会主体の運営

を行い，学生の自主性の涵養に努めている。 
さらに，国際社会を主体的に生きて行くことを学ぶ場として，平成 11 年度に提携を結んだオース

トラリアの Sidney Institute of Technology の協力を得て，ほぼ隔年ごとに希望学生を募り，夏期休

暇中に２週間ほどの研修旅行を行っている。 
本校の教育方針は，入学を期待する学生の人間像を定めたアドミッション・ポリシーによっても実

現が図られている。本校の各専門学科あるいは専攻科全体，各専攻ではこの学校全体のアドミッショ

ン・ポリシーに基づき，さらにそれぞれの特性を考慮し，掘り下げたアドミッション・ポリシーも各

学科，専攻科により定められている。これらのアドミッション・ポリシーも本校の教育方針をより具

体的に表現したものであると考えることができる。 
以上により，本校の教育方針「学生自らすすんで実践することによって，学問的，技術的力量を身

につけ，徳性を養い，将来，創造力のある風格の高い人間・技術者として国際社会を主体的に生きる

ことを目指させる」は，本校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，及び，養成しようと

している人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等を明確に定めた「教育目的」である

と解釈することができ，本科においても，教育目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実

施する上での基本方針，及び，養成しようとしている人材像を含めた，達成しようとしている基本的

な成果等が，明確に定められているといえる。 
 
観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 
（観点に係る状況） 

学校教育法第７０条の２には「高等専門学校は，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育

成することを目的とする。」とある。本校の教育方針は「学生自らすすんで実践することによって，学

問的，技術的力量を身につけ」させることであり，「将来，創造力のある風格の高い人間・技術者とし

て国際社会を主体的に生きる」ことができる人物の育成が目的である。本校には専攻科が設置されて

おり，また，開設されている全学科が JABEE 認定を受けていることからもわかるように，担当各教

員はそれぞれの専門分野において十分な教育研究実績を持っており，「深く専門の学芸を教授」するこ

とのできる教育環境が，本校の教育方針によって実際に形成されてきた。また，卒業後就職を希望す

るすべての学生たちは創立以来遅滞することなく社会に出て各分野で活躍しており，それは未曾有の

就職難であった最近の 10 年間においても変わることはない。このように，本校の教育方針によって

教育を受けた学生たちは事実「職業に必要な能力」を持って卒業している。 
 

（分析結果とその根拠理由） 

上記の状況から，本校の目的は学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求めら

れる目的から，はずれるものでないと判断される。その根拠理由は上記「観点に係る状況」に記述さ

れている通りである。 
 
 
観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 
（観点に係る状況）  
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本科学生に対しては，毎年度当初に「学生便覧」を配付している。学生便覧の裏表紙には，本校の

教育方針および校章の由来が掲載されており，便覧を利用する学生の目に触れやすいようになってい

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料１—２—①—１ 
教育方針 

 
（出典：高知高専「学生便覧」）
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専攻科学生に対しては，毎年度当初に「専攻科学生の手引」を配付している。「手引」の１ページ目

は専攻科の教育目的，教育方針，および各専攻の教育方針が明記されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

資料１—２—①—２ 
専攻科の教育方針 

 

 

（出典：高知高専「専攻科生の手引」）
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教職員に対する周知は以下のようになっている。学生便覧は毎年度当初に開かれる第１回の教員会

において配付されている。教員会には本校教員全員の出席が義務づけられており，また，事務部長を

はじめ，事務部の部局長も出席する。その会の開会にあたっては，校長からの挨拶により本校の教育

方針の確認が行われている。「専攻科学生の手引」も全教員および必要な事務部局に配付されている。 
 
（分析結果とその根拠理由）  

上記の状況および関係資料から，本校の教育目的は，本校の構成員（教職員及び学生）に周知され

ている。 
 
 
 
 
 
 
観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 
（観点に係る状況）  

本校の教育方針と専攻科の教育目的は印刷物およびインターネット上のホームページによって社会

に広く公表されている。 
印刷物としては，毎年度発行している「高知工業高等専門学校概要」および「高知高専ガイド－中

学生のみなさんへ－」がある。「概要」は本校の全体像をまとめた 50 ページほどの冊子で毎年度 1,000
部程度発行されており，本校で開催される参与の会・後援会・保護者会・公開講座・体験入学の参加

者のみならず，その他の方面にも広く配布されている。その１ページ目に示されているのは本校の教

育方針である。また，「高知高専ガイド－中学生のみなさんへ－」は，本校の入学生獲得のための活動

として行っている中学校訪問の際などに配布している資料冊子であり，その２ページ目には，本校の

教育方針の表明であるアドミッションポリシーが掲載されている。また，３ページ目には，具体的な

本校の特色の記述があるが，それも，本校の教育方針がどのように具体的に実現されているかを外部

に表明したものであると考えることができる。この「高知高専ガイド－中学生のみなさんへ－」の発

行部数は，4,000 部となっており，高知県内の中学校に 3,000 部，体験入学来校者に 500 部程度配布

され，本校に入学を希望する中学生やその関係者に本校の教育目的を広く知らせる役割を果たしてい

る。 
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資料１—２—②—１ 
教育方針 

（出典：「高知工業高等専門学校概要」）
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資料１—２—②—２ 
 

 
                       （出典：「高知工業高等専門学校概要」） 
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資料１—２—②—3 

 

（出典：「高知工業高等専門学校概要」）



高知工業高等専門学校 基準１ 

- 15 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料１—２—②—4 

                         （出典：「高知工業高等専門学校概要」）
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資料１—２—②—5 

 
（出典：「高知工業高等専門学校概要」）
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専攻科についても，毎年度案内用のパンフレットを印刷し，各方面に配布している。裏表紙にあた

る第１ページには，専攻科の設置目的（これは専攻科「教育目的」と同一内容である。）とアドミッシ

ョン・ポリシーが明記されており，本校専攻科に関心のある者には，「教育目的」がはっきりとわかる

ようになっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
これらの印刷物に掲載されている内容とほぼ同一内容のものは Web ページによっても閲覧するこ

とができる。本校のトップページ中の見つけやすい位置に学校概要・アドミッションポリシー・中学

生の皆さんへのリンクがあり，そのリンクをたどることによって印刷物とほぼ同じ内容をいつでも世

界中のどこからでも閲覧することが可能である。また，このトップページには専攻科ホームページへ

のリンクも張られており，そのリンクをたどることによって専攻科の教育目的も閲覧することができ

るようになっている。 
 

資料１—２—②—6 

 
（出典：高知高専パンフレット「専攻科」）
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資料１—２—②—7 
 

 
                  （出典：高知高専 Web ページ http://www.kochi-ct.ac.jp ）
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資料１—２—②—8 

 
（出典：高知高専 Web ページ http://www.kochi-ct.ac.jp ） 
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資料１—２—②—9 

 
 

（出典：高知高専 Web ページ http://www.kochi-ct.ac.jp ） 
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資料１—２—②—10 

 
 （出典：高知高専 Web ページ http://www.kochi-ct.ac.jp/gaiyou/ ）
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資料１—２—②—11 

 （出典：高知高専 Web ページ http://www.kochi-ct.ac.jp/gaiyou/ ）
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（分析結果とその根拠理由）  

上記の状況および関係資料から，本校の教育目的は，社会に広く公表されていると考えられる。 
 
（２）優れた点及び改善を要する点 
（優れた点）  

本校の教育目的は，設立当初から「創造力のある風格の高い人間・技術者」を育成し，「国際社会を

主体的に生きる」ことを目指すもので，専門知識や実践的技術のみならず語学等を含む幅広い知識を

修得し，倫理観あふれた「人間・技術者」を育てるという先見性のある普遍の教育方針・目的である。 
 

（改善を要する点）  

本校の本科では，創立以来一貫した簡潔な「教育方針」を掲げ，それを説明し実現していく作業の

中で，教育目的が具体化されてきた。創立以来 40 年を経過し，独立行政法人の中での国立高等専門

学校となった今，一般社会に対して，よりわかりやすく明確な「教育目的」を設定するにふさわしい

時である。 
 
（３）基準１の自己評価の概要 
本校本科では，創立時に学校の教育方針を定め，それが現在に至るまで一貫した方針として堅持さ

れている。教育方針は簡潔なものであるが，本校が世に送り出すべき人材像が明確に定められており，

本校本科の教育プログラムの設定および設備拡充は，すべて，この教育方針を具体化することを目的

として行われてきた。従って，この教育方針は実質上の「教育目的」であると考えることができる。 
本校専攻科においては，入学を期待する人物像，専攻科での教育内容，および育成しようとする人

物像を明確に定めた「教育目的」が実際に定められている。 
また，これらの教育目的は高等専門学校の設置の趣旨及び学校教育法第７０条の２における高等専

門学校の目的を踏まえて定められたものであり，創立以来，実際に世に送り出し，各方面で活躍して

いる本校の卒業生が身につけている知識・技術などを見れば，本校の教育目的は，学校教育法の規定

を遵守し，実現するためのものであることは明らかである。 
本校の教育目的は，学生に対しては，毎年度当初に配付される印刷物や各行事における訓話などを

通して周知を図り，十分に理解が浸透している。また，教職員に対しては，年度当初に全教員および

事務部局長の出席する教員会で配付される印刷物および校長の年度当初の挨拶などを通して周知が図

られ，理解されている。従って，本校の教育目的はその構成員に対して周知されていると言える。 
また，本校の教育目的は，本校の概要を一般社会に公表するための印刷物や Web ページへの掲載を

通して，外部に対して公表されている。印刷物は，校内における公開講座，県内を中心とする中学校

訪問，体験入学などで配布されている。従って，本校の教育目的は，社会に対して広く公表されてい

ると言える。 
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